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※１:ノーマライゼーション 
福祉用語の1 つであり、障害者や高齢者などがほかの人と平等に生きるために、社会基盤や福祉の充実などを整備していく考え方 

※２:ユニバーサルデザイン 
障害の有無、年齢、性別、出身の国や地域にかかわらず多様な人々が利用しやすいよう、あらかじめ都市や生活環境を計画する考

え方。1980 年にアメリカのロナルド・メイス氏らによって提唱され、ユニバーサル（Universal:すべての、普遍的な）と、デザイン（Design:
構想、計画、設計）という２つの英単語を合わせたもので、その頭文字をとって UD(ユーディー)と呼ばれる。 
※３:バリアフリー 
 高齢者、障害者等が社会生活をしていくうえで、障害（バリア）となるものを除去（フリー）すること。物理的、社会的、制
度的、心理的な障害、情報面での障害など、すべての障害を除去するという考え方 
※４:移動等円滑化 
 移動又は施設の利用に係る身体の負担を軽減することにより、その移動上又は、施設の利用上の利便性及び安全性を向上すること 
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2019 年 東京都福祉のまちづくり推進計画（2019～2023 年度） 
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当法は、全ての国民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し

合いながら共生する社会の実現に向け、障害を理由とする差別の解消を推進することを目的とする

法律で、2013 年 6 月に制定されました。「不当な差別的取り扱い」と「合理的配慮をしないこと」

が差別になるとしています。 
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日野市 UD 推進条例 ≒ 

東京都福祉のまちづくり条例 
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車椅子利用体験 
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3.3 23.4 32.1 10.0 6.3 20.4 4.6 

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない どちらかといえばそう思わない そう思わない わからない 無回答

4.6 26.8 30.3 11.8 9.5 13.2 3.7 

そう思う どちらかといえばそう思う どちらともいえない どちらかといえばそう思わない そう思わない わからない 無回答

（％） 

（％） 

49.9 25.8 14.6 1.0 
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4.1 4.5 

重要である やや重要である ふつう あまり重要ではない 重要ではない わからない 無回答

50.2 26.3 14.6 1.3 
0.5 
2.8 4.3 

重要である やや重要である ふつう あまり重要ではない 重要ではない わからない 無回答
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（2）情報提供やくらし 
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１－５－２ 施設や駅等のハード面に関すること 
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【望まれる対応の方向】 

 

 

 

※SDGs 未来都市とは 
我が国では、2008 年より、持続可能な経済社会実現に向けて「環境モデル都市」と「環境未来都市」

を選定していますが、「SDGs 未来都市」は、「環境モデル都市」と「環境未来都市」に加えて、地方創
生を一層促進することを目的として、SDGs 達成に向けた取り組みを提案する都市の事をいいます。 

ここで位置付けられる 3 つの都市は、持続可能な経済社会を実現する都市・地域づくりという観点で
違いはありませんが「SDGs 未来都市」は、SDGs で掲げる 17 の目標と紐づけられた評価軸で選定さ
れていることが特徴です。 
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の改善 
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万願寺駅 

甲州街道駅 

多摩動物公園駅 

程久保駅 

 

日野駅周辺地区 

市役所周辺地区 

南平駅周辺地区 

百草園駅周辺地区 

高幡不動駅周辺地区 
豊田駅周辺地区 

市役所 

聖蹟桜ヶ丘駅 

⾧沼駅 

北野駅 

 

 

 

 

   

凡例       

   

平山城址公園駅周辺地区 
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■生活関連施設相互間を接続する経路 
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フラット型          セミフラット型         マウントアップ型 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

歩道 
車道 

歩道 
車道 

歩道 
車道 

平たん部を確保 

縦断勾配５％以下（やむを得な
い場合は８％以下） 

歩道等の有効幅員は２ｍ以上（やむ
を得ない場合は 1.5ｍ以上） 
横断勾配は１％以下（やむを得ない
場合は２％以下） 

歩道等の舗装は雨水を地下に浸透させる
ことのできる構造（透水性舗装など）と
し、平たんで、滑りにくく、かつ、水は
けのよい仕上げ 

敷地 
歩道 

車道 

歩道構造の基本はセミ
フラット型 

やむを得ず排水施設を設置する
場合は、グレーチングの網目を
小さくすることや滑りにくさ等
に配慮 
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○園路 
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     車いすや歩行器のまま登れる遊具                車いすも通りやすい迷路 

 

 

 

 

 

 

 

 

            全 景             足の不自由な子どもが後ろに乗って遊べる２人乗り三輪車 
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Colum 日野市における特別支援教育の取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日野市では、これまでの障害（知的障害、難聴、言語障害、情緒障害）に加えて、LD（学習障
害）、ADHD（注意欠陥多動性障害）、高機能自閉症等を含めた発達障害のある児童・生徒の自立や
社会参加に向けた主体的な取組を支援するという視点に立ち、特別支援教育を推進しています。 

令和 2 年 3 月に、令和 2 年度から令和 4 年度までを計画期間とする「第 5 次日野市特別支援教
育推進計画」を市民、学識経験者、学校関係者、行政関係者等による策定委員会で策定し、現在、
市民の皆さんの理解・啓発を促しながら下記のような特別支援教育を推進しています。 

1 校内委員会を中心とした学校における支援体制 
校内委員会は、校⾧、副校⾧、主幹、特別支援教育コーディネーター等によって構成され、特

別な支援を必要とする児童・生徒の実態把握、個別指導計画や校内研修の立案、学校と家庭との
連携を推進します。 

2 個別指導計画の作成 
支援が必要な児童・生徒に対して、一人一人の状態や発達段階に応じた、指導目標や内容、方

法等の手立てを記し、きめ細やかな指導を行うために個別指導計画を作成します。 

3 「かしのきシート」の活用 
日野市では、0 歳から 18 歳までの発達に遅れ又は偏りのある子供を対象に、切れ目なく支援の

経過を記録していく個別の支援計画として「かしのきシート」の作成を実施しています。 

4 リソースルーム事業 
通常の学級に在籍し、特定の教科学習に困難を示している児童・生徒に対し、個別の補充指導

等による学習支援を行う部屋です。全小・中学校にリソースルームを設置し、各学校で個別の学
習指導を実施しています。 

5 特別支援学級 
小学校は、知的障害学級 6 校、言語障害学級 2 校、難聴学級 1 校、病弱学級 1 校（日野市立病院

内）を設置し、中学校は、知的障害学級 3 校、自閉症・情緒障害学級 2 校を設置しています。 
平成 28 年度以降から順次特別支援教室（ステップ教室）を設置し、平成 30 年度には市内全

小・中学校に設置しました。 

6 教員の理解並びに指導力向上に向けた取り組み 
ひのスタンダートを基本に、すべての児童・生徒がわかる授業のユニバーサルデザイン化の取

り組みを推進するため、特別支援教育に関する研修を実施しています。 

7 関係機関との連携 
就学前から学校卒業までの一貫した支援を行うため、児童・生徒のステージに応じた適切な支

援体制を整備し、医療、保健、福祉、教育などの関係機関の役割を明確にするとともに、密接な
連携を図ることのできるネットワークづくりを進めています。 
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□ピクトグラム（絵文字）の例 
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□基本方針-2 統一性 

  

□基本方針-3 連続性 

  

□基本方針-4 継続性 

   

□基本方針-5 効率性 

  

  

 

 

 
 

 

 

 

高齢者、障害者、外国人など、誰でも容易に認識、理解できる構造・設置方法・内容とする。 

関係主体の連携により、情報の乱立を防ぐとともに、同じルール・様式による案内サインの設置
を推奨する。 

サイン相互の関連性を調整し、人の動きに応じて目的地までの連続的な誘導や全体との位置関係
が分かる案内を確保する。 

適切な維持管理により、正確な情報や見やすさ・利用しやすさを継続的に確保する。 

民間事業者との連携や強力により、効率的かつ効果的なサインの設置、維持管理を行う。 
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